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北
条
義
時
の
誕
生 

 
平
安
時
代
の
末
期
、
平
治
元
年
（1

1
5
9

）
十
二
月

に
勃
発
し
た
「
平
治
の
乱
」
は
平
氏
と
源
氏
の
覇
権

争
い
も
絡
み
、
平
清
盛
が
棟
梁
の
平
氏
が
勝
利
を
握

っ
た
。
敗
れ
た
源
氏
の
棟
梁
・
源
義
朝
は
再
起
を
図

る
た
め
鎌
倉
を
目
指
し
た
が
、
途
中
、
尾
張
国
で
謀

殺
さ
れ
て
し
ま
う
。 

一
方
、
三
男
の
源
頼
朝
は
父
・
義
朝
と
一
緒
に
奮

戦
し
た
が
、
雪
中
逃
走
の
途
中
、
平
氏
に
捕
ら
わ
れ

て
し
ま
う
。
京
に
送
ら
れ
た
が
、「
池
禅
尼
」
に
救
わ

れ
、
斬
首
を
免
れ
翌
年
の
永
暦
元
年
（1

1
6
0

）
二
月

に
伊
豆
蛭
ヶ
小
島
に
配
流
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
豪

族
・
北
条
時
政
の
監
視
下
に
な
っ
た
。
頼
朝
十
四
才

の
時
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
時
、
の
ち
に
鎌
倉
幕
府
の
基
礎
と
安
定
に
努

力
し
た
尼
将
軍
政
子
、
す
な
わ
ち
頼
朝
の
夫
人
と
な

る
北
条
政
子
は
、
ま
だ
七
歳
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
長
寛
三
年
（1

1
6
3

）
に
は
北

条
時
政
の
三
男
と
し
て
北
条
義
時
は
誕
生
し
た
。
長

ず
る
に
従
っ
て
は
、
源
氏
の
棟
梁
と
な
っ
た
源
頼
朝

が
在
地
武
士
の
工
藤
茂
光
、
土
肥

と

い

実
平
、
岡
崎
義
実
、 

 

天
野
遠
景
、
加
藤
次
景
廉

か
と
う
じ
か

げ
か
ど

ら
を
従
え
て
、
山
野
を
駆

巡
っ
て
い
る
姿
に
、
兄
・
北
条
宗
時
と
と
も
に
強
い

憧
憬
と
親
し
み
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 

義
時
の
生
ま
れ
た
頃
、
京
都
の
政
界
で
は
、
平
治

の
乱
に
勝
利
し
た
平
氏
一
門
が
、
平
清
盛
を
中
心
と

し
て
益
々
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。
平
氏
一
門
は
、
中

央
政
治
の
主
要
ポ
ス
ト
を
次
々
と
占
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
平
治
の
乱
の
時
に
は
敵
対
し
た
貴
族
た
ち

の
荘
園
を
取
り
上
げ
巨
大
な
荘
園
領
主
と
な
る
と

と
も
に
、
源
義
朝
に
従
っ
て
い
た
源
氏
系
の
地
方
武

士
も
傘
下
に
集
め
、
我
世
の
春
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
、
清
盛
及
び
そ
の
一
門
は
官
位
の
昇
進
を

急
ぎ
、
清
盛
は
応
保
二
年
（1

1
6
2

）
に
は
従
二
位
に

な
り
、
仁
安
二
年
（1

1
6
7

）
に
は
一
躍
太
政
大
臣
と

な
っ
た
。
ま
た
、
嫡
子
・
重
盛
も
安
元
三
年
（1

1
7
7

）

に
は
正
二
位
内
大
臣
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
他
一
門
の
主
た
る
者
も
官
位
を
上
げ
「
一
門

の
公
卿
十
六
人
・
殿
上
人
三
十
余
人
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
そ
の
権
勢
は
一
世
を
風
靡
し
た
。 

こ
の
平
重
盛
が
内
大
臣
に
な
っ
た
時
に
は
、
北
条

義
時
は
十
五
才
で
あ
っ
た
。 

 

源
頼
朝
の
旗
挙
げ
の
背
景 

 

平
氏
の
専
横
化
が
進
む
と
朝
廷
へ
の
政
治
介
入

も
、
院
政
の
勢
力
と
対
立
す
る
こ
と
も
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
信
仰
の
力
を
背
景
と
し
て
、

侮
り
難
い
政
治
力
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
の
南
都
北

嶺
（
興
福
寺
・
比
叡
山
延
暦
寺
・
園
城
寺
）
の
勢
力

は
、
僧
兵
と
い
う
特
殊
な
兵
力
を
擁
す
る
だ
け
に
、

そ
の
操
縦
も
容
易
で
な
い
。
平
氏
が
政
治
の
中
心
に

な
れ
ば
、
こ
の
寺
院
勢
力
と
の
交
渉
に
悩
ま
さ
れ
る
。 

 
 

 

頼
朝
が
立
ち
上
が
る
十
年
前
の
承
安
年
間
（
一
一

七
〇
年
代
）
に
な
る
と
、
中
央
政
界
で
は
、
平
氏
一

門
の
勢
力
と
、
院
の
近
臣
の
勢
力
、
及
び
寺
院
の
勢

力
の
三
つ
が
、
相
互
に
複
雑
な
利
害
関
係
の
渦
の
中

に
捲
き
込
ま
れ
て
い
く
。 

治
承
元
年
（1

1
7
7

）
に
は
、
有
名
な
「
鹿
ケ
谷
事

件
」
が
あ
り
、
院
の
近
臣
に
よ
る
平
氏
討
伐
の
陰
謀

が
暴
露
さ
れ
、
平
氏
は
い
よ
い
よ
院
当
局
と
の
対
立

と
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
、
親
平
氏
派

の
天
台
座
主
・
明
雲
が
罪
を
問
わ
れ
所
領
を
没
収
さ

れ
た
う
え
伊
豆
に
流
罪
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
の
道
中
に
お
い
て
延
暦
寺
の
僧
徒
の
た
め
に 
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奪
回
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。 

か
く
て
京
都
を
舞
台
に
し
て
、
治
承
三
年
（1

1
7
9

）

十
一
月
に
は
、
清
盛
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
行
な
わ
れ
、

後
白
河
法
皇
を
鳥
羽
殿
に
幽
閉
す
る
事
件
が
あ
り
、

つ
い
で
法
皇
奪
回
の
た
め
、
園
城
寺
・
延
暦
寺
・
興

福
寺
の
衆
徒
が
、
従
来
の
お
互
い
の
対
立
を
す
て
て

団
結
し
、
政
治
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
争
い
は
表
面
化

し
て
き
た
。 

そ
し
て
つ
い
に
治
承
四
年
（1

1
8
0

）
五
月
に
は
、

園
城
寺
の
衆
徒
勢
力
を
背
景
に
、
以
仁
王

も
ち
ひ
と
お
う

及
び
源
頼

政
に
よ
る
平
氏
討
滅
の
烽
火

の

ろ

し

が
上
が
っ
た
の
で
す
。 

伊
豆
一
帯
は
俄
か
に
騒
然
と
し
て
き
た
よ
う
で

す
。
以
仁
王
の
令
旨
を
う
け
た
頼
朝
の
も
と
に
、
京

都
か
ら
下
河
辺

し
も
こ
う
べ

行
平
の
使
者
が
来
て
、
近
々
源
氏
追

討
の
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
頼
朝
が
第
一
目
標

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
万
全
の
用
意
あ
る

べ
き
こ
と
を
促
し
て
い
る
。 

ま
た
六
月
に
は
、
時
勢
の
動
き
を
察
し
た
三
浦
義

澄
・
千
葉
胤
頼
ら
が
、
京
都
か
ら
頼
朝
の
も
と
に
参

向
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
頼
朝
は
六
月
末
に
、
安
達

盛
長
・
小
中
太

こ
ち
ゅ
う
だ

光
家
を
使
者
と
し
て
、
平
家
追
討
の

名
義
で
源
氏
累
代
の
家
人
を
召
集
し
は
じ
め
た
と 

 

い
う
。 

 

石
橋
山
の
合
戦
（
義
時
十
八
才
） 

 

頼
朝
の
平
氏
追
討
の
烽
火
は
、
治
承
四
年
（1

1
8
0

）

八
月
十
七
日
、
折
か
ら
の
三
島
神
社
の
祭
礼
の
夜
、

妻
・
政
子
と
娘
・
大
姫
を
伊
豆
山
権
現
へ
匿
い
、
ま

ず
は
伊
豆
目
代
の
山
木
兼
隆
を
討
滅
し
て
緒
戦
を

飾
っ
た
。 

そ
し
て
、
相
模
の
豪
族
三
浦
一
族
と
合
流
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
北
条
時
政
・
宗
時
・
義
時
以
下
三
百

騎
を
従
え
て
、
石
橋
山
に
陣
を
敷
い
た
。 

こ
の
頼
朝
に
敵
対
す
る
大
庭
景
親
は
三
千
騎
、
伊

東
祐
親
は
三
百
余
騎
を
率
い
て
、
三
浦
一
族
が
頼
朝

軍
に
馳
せ
加
わ
る
前
に
一
挙
に
勝
敗
を
決
し
よ
う

と
二
十
三
日
夕
刻
か
ら
激
し
い
暴
風
雨
を
つ
い
て

攻
撃
を
し
か
け
て
き
た
。 

兵
力
の
決
定
的
な
差
は
い
か
ん
と
も
で
き
ず
、
頼

朝
軍
は
も
ろ
く
も
敗
れ
戦
死
す
る
者
も
多
く
、
ま
た

生
存
し
た
軍
兵
も
ほ
と
ん
ど
分
散
し
、
頼
朝
は
僅
か

に
土
肥
実
平
以
下
数
人
を
従
え
、
箱
根
山
別
当
の
行

実
の
援
け
を
得
て
、
途
中
、
大
庭
景
親
の
家
臣
・
梶 

 

原
景
時
の
見
逃
し
も
あ
り
、
二
十
四
日
の
夜
に
ま
ぎ

れ
て
箱
根
山
中
に
逃
げ
去
っ
た
の
で
あ
る
。 

北
条
時
政
・
宗
時
・
義
時
の
父
子
も
奮
戦
し
、
頼

朝
の
逃
れ
る
の
を
援
護
し
、
一
時
離
散
し
た
。
こ
の

石
橋
山
の
合
戦
は
、
頼
朝
の
挙
兵
に
将
来
の
運
命
の

す
べ
て
を
賭
け
た
北
条
一
門
に
と
っ
て
危
急
存
亡

の
時
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
長
兄
・
宗
時
は
戦

死
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
時
政
、
義
時
は
甲
斐
国

に
赴
こ
う
と
し
た
が
、
頼
朝
の
逃
げ
た
椙
山
の
陣
に

行
き
着
い
た
。 

頼
朝
は
土
肥
実
平
の
案
内
で
、
二
十
八
日
に
真
鶴

﨑
か
ら
船
に
乗
っ
て
、
二
十
九
日
安
房
国
の
平
北
郡

（
現
安
房
郡
）
の

猟
り
ょ
う
が

島 し
ま

に
上
陸
し
た
。 

安
房
に
赴
い
た
頼
朝
は
、
安
房
住
人
・
安
西
景
益
に

参
向
を
命
じ
、
ま
た
、
和
田
義
盛
、
安
達
盛
長
を
使

者
と
し
て
、
上
総
国
平
広
常
、
千
葉
常
胤

つ
ね
た
ね

に
援
助
を

求
め
た
。 

頼
朝
は
、
こ
れ
ら
の
上
総
・
下
総
の
武
士
団
を
は

じ
め
、
武
蔵
の
武
士
団
も
大
き
く
統
合
組
織
し
再
挙

を
は
か
り
、
安
房
か
ら
陸
路
を
も
っ
て
鎌
倉
を
目
指

し
九
月
十
三
日
に
安
房
を
出
、
十
七
日
に
は
下
総
国

に
入
り
、
十
九
日
に
上
総
広
常
が
二
万
騎
を
引
き
つ 
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れ
て
き
た
。
十
月
二
日
に
は
武
蔵
国
に
進
み
、
こ
こ

で
足
立
遠
元
・
豊
島
清
光
・
葛
西
清
重
に
迎
え
ら
れ
、 

十
月
四
日
に
は
畠
山
重
忠
・
河
越
重
頼
・
江
戸
重
長

ら
を
従
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

そ
し
て
、
十
月
六
日
に
は
鎌
倉
入
り
を
果
た
し
た
。

十
二
月
に
は
、
新
築
の
大
倉
御
所
（
現
在
の
清
泉
小

学
校
校
地
）
に
移
り
、
関
東
の
武
士
た
ち
か
ら
「
鎌

倉
の
主
」
（『
吾
妻
鏡
』
）
と
仰
が
れ
た
。 

安
房
に
上
陸
し
て
か
ら
、
約
一
ヶ
月
の
間
に
、
再

挙
の
目
的
を
果
た
し
た
頼
朝
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に

は
北
条
時
政
・
義
時
父
子
は
、
甲
斐
、
駿
河
地
方
に

至
り
、
こ
の
地
の
源
氏
勢
力
の
組
織
に
奔
走
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
頼
朝
の
鎌
倉
入
り
の
報
に
接
し
た
平
清
盛

は
、
す
ぐ
に
平
維
盛
を
総
大
将
と
し
て
二
万
の
大
軍

を
東
国
に
向
か
わ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
頼
朝
は
、
鎌

倉
か
ら
黄
瀬
川
に
出
陣
し
陣
を
構
え
、
平
家
を
富
士

川
で
迎
え
撃
つ
体
制
を
整
え
た
。（
こ
の
時
、
奥
州
平

泉
か
ら
源
義
経
が
馳
せ
参
じ
る
） 

そ
こ
へ
北
条
時
政
・
義
時
及
び
信
濃
源
氏
が
参
戦

し
て
き
た
の
で
、
平
氏
軍
は
殆
ど
戦
わ
ず
し
て
敗
走 

 し
て
し
ま
う
。
頼
朝
は
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
撃
す

る
こ
と
は
せ
ず
、
直
ち
に
鎌
倉
に
引
き
上
げ
た
。 

そ
し
て
、
十
一
月
に
は
常
陸
の
佐
竹
義
正
・
秀
義 

を
攻
撃
し
、
翌
治
承
五
年
（1

1
8
1

）
正
月
頃
、
関
東

を
ほ
ぼ
制
覇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
義
時
は
、
こ
の

頃
か
ら
父
時
政
か
ら
独
立
し
御
家
人
と
し
て
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。 

頼
朝
は
十
一
名
の
「
寝
所
近
辺
祇
候

し

こ

う

衆
」
を
設
け
、

そ
の
筆
頭
に
義
時
は
名
を
連
ね
、
十
九
才
と
な
っ
た

義
時
は
、
北
条
の
嫡
男
と
し
て
頼
朝
が
信
頼
す
る
側

近
の
御
家
人
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

源
平
の
合
戦 

 

頼
朝
が
鎌
倉
幕
府
の
確
立
に
専
念
し
て
い
た
頃
、

木
曽
で
挙
兵
し
た
源
義
仲
は
、
信
濃
・
北
陸
方
面
を

支
配
下
に
置
き
、
次
第
に
京
都
に
攻
め
上
げ
て
き
た
。 

 
 

 

こ
れ
に
対
し
平
氏
の
側
で
は
、
治
承
五
年
（1

1
8
1

）

二
月
平
清
盛
が
病
死
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
起
こ
っ
た
。
す
ぐ
に
嫡
子
・
宗
盛
が
平
氏
一
門
の

棟
梁
と
な
り
、
京
の
都
・
西
国
方
面
地
盤
を
固
め
る

こ
と
と
し
て
い
た
。 

 

寿
永
二
年
（1

1
8
3

）
二
月
、
平
維
盛
率
い
る
大
軍

は
加
賀
・
越
中
国
境
の
倶
利
伽
羅
峠
で
義
仲
軍
と
戦

っ
た
が
惨
敗
し
敗
走
し
て
し
ま
う
。
勝
利
し
た
義
仲 

軍
は
、
こ
の
年
七
月
京
の
都
に
攻
め
入
り
、
平
氏
は

都
落
ち
し
て
い
っ
た
。
京
の
風
習
の
皆
無
な
義
仲
軍

の
乱
暴
狼
藉
に
は
後
白
河
法
皇
の
不
評
を
買
い
、
頼

朝
に
対
し
法
皇
か
ら
上
洛
の
要
請
が
出
さ
れ
た
。 

し
か
し
頼
朝
は
こ
の
要
請
に
は
応
ぜ
ず
、
東
国
支

配
の
強
化
に
務
め
る
と
と
も
に
、
京
の
政
局
の
動
き

に
注
意
し
て
い
た
。 

そ
し
て
、
義
仲
を
牽
制
す
る
た
め
、
弟
・
義
経
に

若
干
の
東
国
武
士
を
つ
け
て
伊
勢
・
美
濃
の
方
面
に

進
出
さ
せ
て
い
た
。
い
ず
れ
動
き
出
す
で
あ
ろ
う
東

国
御
家
人
の
大
部
分
は
鎌
倉
あ
る
い
は
、
夫
々
の
本

拠
地
に
待
機
し
て
い
た
。 

寿
永
三
年
（
元
歴
元
・1

1
8
4

）
正
月
、
い
よ
い
よ

頼
朝
は
木
曽
義
仲
追
討
の
大
軍
を
動
か
し
、
弟
の
源

範
頼
を
総
大
将
に
し
て
率
い
さ
せ
、
上
洛
し
一
挙
に

義
仲
を
討
滅
し
て
し
ま
う
。 

勢
い
つ
く
関
東
の
大
軍
は
、
す
ぐ
さ
ま
二
月
に
は
、

そ
の
頃
再
び
勢
い
を
盛
り
返
し
て
京
都
に
迫
っ
て

き
た
平
氏
の
軍
勢
を
摂
津
（
兵
庫
県
）
一
の
谷
に
攻 
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撃
し
、
義
経
軍
の
大
活
躍
も
あ
り
、
こ
れ
を
海
に
追

い
返
し
て
し
ま
う
。 

し
か
し
、
こ
の
戦
い
の
記
録
に
は
、
北
条
時
政
・

義
時
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
義
時
に
お
い
て
は
、

鎌
倉
を
動
か
な
い
頼
朝
の
側
近
に
あ
っ
て
、
こ
の
軍

勢
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

一
の
谷
合
戦
に
敗
れ
逃
れ
た
平
氏
一
門
は
、
再
び

屋
島
・
長
門
の
彦
島
に
集
結
し
陣
を
張
り
、
反
撃
の

機
会
を
狙
っ
て
い
た
。 

一
方
、
頼
朝
は
一
の
谷
合
戦
の
後
、
約
半
年
間
、

着
々
と
追
討
の
準
備
を
進
め
、
活
躍
し
た
範
頼
に
対

し
て
、
元
暦
元
年
（1

1
8
4

）
八
月
、
再
び
征
西
を
命

じ
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
は
稲
瀬
川
あ
た
り
に
桟
敷
を

構
え
て
、
こ
の
征
討
軍
を
見
送
っ
た
と
い
う
。 

こ
の
征
西
軍
に
は
、
足
利
義
兼
・
武
田
有
義
・
千

葉
常
胤
・
三
浦
義
澄
・
八
田
知
家
・
葛
西
清
重
・
結

城
朝
光
・
比
企
能
員
・
和
田
義
盛
・
安
西
景
益
・
天

野
遠
景
な
ど
有
力
御
家
人
の
殆
ど
が
加
わ
り
、
北
条

義
時
も
そ
の
中
の
一
人
と
な
っ
た
。 

九
月
に
京
都
を
発
し
た
範
頼
軍
は
、
安
芸
（
広
島
）

か
ら
周
防
・
長
門
（
山
口
県
）
へ
と
進
み
、
こ
れ
ま

で
平
氏
に
属
し
て
い
た
西
国
の
武
士
を
帰
順
さ
せ 

 

な
が
ら
西
下
し
て
い
っ
た
。 

し
か
し
、
平
氏
軍
の
抵
抗
も
厳
し
く
、
兵
糧
の
確

保
も
困
難
を
究
め
、
し
ば
ら
く
長
門
の
地
に
滞
留
を 

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
元
暦
二
年
（1

1
8
5

）
正

月
二
十
六
日
、
豊
後
（
大
分
県
）
の
豪
族
阿
南

あ

な

み

惟
隆

こ
れ
た
か

、

緒
方
惟
栄

こ
れ
ひ
で

な
ど
が
八
十
二
艘
の
兵
船
を
献
じ
、
ま
た

周
防
の
住
人
・
宇
佐
那
木

う

さ

な

ぎ

遠
隆
が
兵
糧
米
を
献
じ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
範
頼
軍
は
辛
う
じ
て
豊
後
国
に
進

発
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

豊
後
国
に
は
、
北
条
義
時
が
下
河
辺
行
平
・
渋
谷

重
国
ら
と
先
陣
と
な
っ
て
上
陸
し
、
葦
屋
浦
に
お
い

て
、
小
弐
種
直

し
ょ
う
に
た
ね
な
お

の
軍
と
合
戦
し
、
こ
れ
を
討
ち
取
っ

て
豊
後
国
一
帯
を
制
圧
し
た
。 

 

一
方
の
義
経
軍
は
、
範
頼
軍
が
苦
戦
し
て
よ
う
や

く
豊
後
国
に
渡
り
、
平
氏
軍
の
背
後
を
制
圧
し
た
頃

の
二
月
十
八
日
に
摂
津
国
渡
辺
を
進
発
し
た
。 

そ
し
て
平
氏
の
根
拠
地
・
屋
島
を
背
後
か
ら
急
襲
し
、

こ
れ
を
一
気
に
海
上
に
追
い
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
、
義
経
は
約
一
ヶ
月
間
を
海
戦
の
準
備

に
取
り
掛
か
り
、
や
が
て
三
月
二
十
二
日
に
進
発
し

瀬
戸
内
海
を
壇
ノ
浦
の
平
氏
の
拠
点
・
彦
島
を
目
指 

 

し
舵
を
き
っ
て
い
っ
た
。 

 

彦
島
に
主
力
の
陣
を
張
っ
た
平
氏
軍
は
、
背
後
の 

九
州
は
す
で
に
、
範
頼
軍
に
制
圧
さ
れ
て
お
り
、
も

は
や
こ
の
地
で
決
戦
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
海
上

を
追
撃
し
て
く
る
義
経
軍
と
三
月
二
十
四
日
、
長
門

壇
ノ
浦
の
海
上
で
衝
突
し
、
義
経
軍
の
巧
み
な
作
戦

が
効
を
奏
し
て
、
平
氏
軍
は
敗
れ
、
栄
華
を
極
め
た

平
氏
一
門
の
多
く
は
壇
ノ
浦
の
海
底
へ
と
沈
み
、
つ

い
に
平
氏
一
族
は
滅
亡
し
て
い
く
の
で
す
。 

源
平
争
乱
の
屋
島
、
壇
ノ
浦
に
お
い
て
の
立
役
者

は
、
終
始
舞
台
の
正
面
で
大
活
躍
し
た
の
は
源
義
経

で
あ
っ
た
。
義
経
軍
が
瀬
戸
内
海
を
舞
台
に
華
や
か

な
脚
光
を
浴
び
、
そ
こ
に
繰
り
広
が
る
平
家
一
門
の

も
の
悲
し
い
物
語
も
、
諸
本
、
歌
舞
伎
、
講
談
な
ど

に
現
代
ま
で
演
じ
語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
主
役
の
活
躍
を
舞
台
裏
で
助
け
た

の
は
、
九
州
を
固
め
た
義
時
も
加
っ
て
い
た
範
頼
軍

の
活
躍
で
あ
っ
た
。 

こ
の
九
州
制
圧
は
戦
略
上
の
重
要
な
こ
と
で
あ

る
が
地
味
な
こ
と
で
、
戦
場
で
武
威
を
輝
か
す
こ
と

は
な
い
の
で
あ
る
が
、
義
時
は
常
に
範
頼
軍
の
中
枢 
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部
に
あ
っ
て
、
今
後
の
頼
朝
の
御
家
人
と
し
て
の
役

割
を
学
ん
だ
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
（
二
十
三
才
） 

将
軍
頼
朝
が
政
治
家
と
し
て
武
家
政
治
の
創
設

と
い
う
偉
大
な
功
績
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
面
で
高
く

評
価
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頼
朝
が
武
家
の
棟

梁
に
ふ
さ
わ
し
い
武
勇
を
示
し
た
記
録
は
、
そ
の
一

生
を
通
じ
て
、
石
橋
山
の
旗
挙
げ
の
際
に
、
平
家
方

の
大
庭
景
親
・
伊
東
祐
親
軍
と
一
戦
を
交
え
た
こ
と

の
み
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。 

そ
れ
と
ま
っ
た
く
類
似
す
る
の
が
義
時
で
あ
っ

て
、
有
力
な
御
家
人
で
あ
り
な
が
ら
、
つ
い
に
武
威

を
輝
か
し
た
記
録
は
残
し
て
い
な
い
。
政
治
家
と
し

て
の
側
面
こ
そ
が
義
時
の
本
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
義
時
の
行
動
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。 

 

頼
朝
と
義
時 

 

頼
朝
は
平
家
滅
亡
に
大
功
労
の
あ
っ
た
範
頼
軍

は
帰
参
さ
せ
鎌
倉
に
凱
旋
し
て
き
た
。
義
経
は
幼
い

頃
の
京
都
育
ち
を
買
わ
れ
て
か
京
都
守
護
の
た
め

京
に
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
義
経
は
後
白
河
法
皇
の
策
略
に
か
か 

 

り
、
官
位
を
下
賜
（
従
五
位
下
・
左
衛
門
少
尉
な
ど
）

さ
れ
拝
戴
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
将
軍
頼
朝
の
武

家
政
治
確
立
の
障
害
に
当
た
る
た
め
、
頼
朝
は
義
経 

を
排
除
す
る
行
動
を
起
こ
し
、
つ
い
に
は
文
治
五
年

（1
1
8
9

）
四
月
義
経
は
匿
わ
れ
て
い
た
平
泉
衣
川
の

館
を
藤
原
泰
衡
に
攻
め
ら
れ
自
刃
し
て
し
ま
う
。 

そ
し
て
、
頼
朝
は
、
義
時
も
名
を
連
ね
る
有
力
御

家
人
を
従
え
平
泉
に
進
軍
、
そ
の
泰
衡
も
同
年
八
月
、

滅
ぼ
し
て
し
ま
う
。 

奥
州
征
伐
が
終
わ
っ
て
、
頼
朝
に
よ
る
一
応
の
全

国
統
一
が
完
成
し
た
時
、
北
条
義
時
は
二
十
七
才
に

な
っ
て
い
た
。
義
時
の
青
年
期
の
大
部
分
は
、
治
承
・

文
治
の
内
乱
期
の
間
に
経
過
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
頼
朝
は
、
武
術
訓
練
を
目
的
に
、
建
久
四

年
（1

1
9
3

）
五
月
、
富
士
の
巻
狩
り
を
大
々
的
に
行

っ
た
。
こ
の
訓
練
の
最
中
に
有
名
な
曽
我
兄
弟
事
件

が
起
こ
る
。
そ
の
時
、
北
条
時
政
・
義
時
も
陣
中
に

い
た
が
将
軍
頼
朝
も
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い

う
誤
報
が
鎌
倉
の
政
子
の
も
と
に
届
く
。
そ
れ
に
対

し
留
守
居
役
で
あ
っ
た
平
氏
壊
滅
の
大
功
労
者
の

範
頼
は
「
わ
た
く
し
が
居
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
」
と 

 

政
子
に
答
え
た
。
こ
の
言
葉
が
謀
反
と
捉
え
ら
れ
、

三
ヶ
月
後
の
八
月
、
範
頼
は
無
残
に
も
伊
豆
で
誅
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。 

さ
ら
に
、
建
久
五
年
（1

1
9
4

）、
頼
朝
の
武
家
政 

権
設
立
に
貢
献
し
た
甲
斐
源
氏
・
安
田
義
定
は
子 

息
・
義
資

よ
し
す
け

の
少
し
の
女
性
問
題
を
謀
反
と
捉
え
ら
れ

た
の
か
、
義
定
・
義
資
父
子
を
所
領
没
収
の
上
誅
殺

し
て
し
ま
う
。 

こ
の
よ
う
に
義
時
は
。
頼
朝
の
挙
兵
の
初
め
か
ら

こ
れ
に
従
え
、
頼
朝
が
鎌
倉
に
落
ち
着
い
た
後
は
、

殆
ど
そ
の
側
近
に
あ
っ
て
、
と
く
に
西
海
の
平
氏
と

の
合
戦
を
制
し
て
鎌
倉
に
帰
参
し
て
か
ら
は
、
常
に

頼
朝
の
政
治
的
行
動
に
接
し
、
そ
の
政
治
理
念
を
聞

く
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
、
陰
険
と
ま
で
見
ら
れ
る
政
治

的
策
謀
の
能
力
を
肌
身
に
植
え
付
け
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
頼
朝
が
抱
く
武
家
政
治
の
理

想
が
、
強
く
義
時
に
与
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
義
時
は
、
頼
朝
に
近
侍
し
て
、
頼
朝
の
性

格
あ
る
い
は
そ
の
性
癖
ま
で
も
何
ら
か
の
形
で
吸

収
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

建
久
六
年
（1

1
9
5

）
二
月
、
頼
朝
は
政
子
以
下
家 
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族
を
同
伴
し
て
、
二
度
目
の
上
洛
の
た
め
鎌
倉
を
出

発
し
た
。
目
的
は
源
平
争
乱
に
捲
き
込
ま
れ
、
平
氏

に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
東
大
寺
の
再
建
復
興
供
養
が 

主
な
も
の
で
た
っ
た
が
、
ま
た
、
義
時
を
含
む
関
東

の
御
家
人
は
京
の
都
に
威
風
堂
々
の
旋
風
を
巻
き

起
こ
し
た
大
行
列
で
も
あ
っ
た
。 

義
時
は
三
月
十
二
日
、
東
大
寺
供
養
は
も
と
よ
り
、

三
月
二
十
七
日
の
参
内
の
際
に
も
、
ま
た
四
月
十
五

日
の
石
清
水
八
幡
宮
社
参
の
際
に
も
、
頼
朝
の
随
兵

と
し
て
供
奉
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
頼
朝
の
京
都

滞
在
中
に
は
、
義
時
は
つ
ね
に
頼
朝
の
出
入
り
に
供

奉
し
て
い
る
。 

こ
の
度
の
頼
朝
の
京
都
滞
在
は
四
ヶ
月
に
及
ん

だ
。
そ
し
て
、
今
は
亡
き
後
白
河
法
皇
と
の
政
治
的

駆
け
引
き
も
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
義
時
で
あ

っ
た
が
、
さ
ら
に
頼
朝
に
供
奉
し
な
が
ら
、
現
実
に

京
の
場
所
に
於
け
る
公
家
社
会
の
空
気
に
触
れ
、
鎌

倉
幕
府
に
協
調
的
な
京
の
朝
廷
勢
力
と
反
幕
府
勢

力
も
感
じ
取
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

頼
朝
は
四
ヶ
月
に
わ
た
る
京
都
滞
在
を
終
え
、
入

洛
と
の
際
と
同
じ
供
奉
を
と
と
の
え
て
、
六
月
二
十

五
日
に
京
都
を
離
れ
、
鎌
倉
に
向
か
っ
た
。
義
時
は 

 

京
都
に
在
っ
て
、
数
々
の
儀
式
や
緊
張
し
た
政
治
的

交
渉
に
終
始
し
た
場
面
に
供
奉
し
、
そ
こ
か
ら
得
た

も
の
は
後
年
の
政
治
家
義
時
の
糧
と
し
て
ま
た
と

な
い
機
会
を
得
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
へ
の
帰

参
は
、
翌
七
月
八
日
で
あ
っ
た
。 

丁
度
そ
の
時
、
義
時
が
京
か
ら
の
途
次
、
相
模
国

の
御
家
人
稲
毛
重
成
に
嫁
い
で
い
た
妹
が
七
月
四

日
他
界
し
た
と
の
報
に
触
れ
た
。
頼
朝
に
従
っ
て
、

一
応
所
期
の
目
的
達
成
へ
の
責
任
あ
る
供
奉
に
満

足
し
た
心
境
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
帰
途
で
の
妹
の
死

は
、
先
に
石
橋
山
の
合
戦
で
兄
・
宗
時
を
身
罷
っ
て

十
数
年
の
歳
月
は
去
り
、
そ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え

て
、
い
ま
や
北
条
一
門
は
隆
盛
の
道
を
辿
っ
て
い
る
。

そ
の
時
期
と
は
い
え
、
妹
と
い
う
一
人
の
同
胞
を
失

っ
た
悲
し
み
は
、
京
都
供
奉
の
達
成
心
境
と
絡
み
合

い
、
人
間
の
宿
命
と
い
う
も
の
を
大
い
に
考
え
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

頼
朝
の
京
都
訪
問
の
直
後
、
幕
府
は
そ
の
後
始
末

な
ど
多
忙
で
あ
っ
た
が
、
義
時
は
七
月
十
日
か
ら
翌

八
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
父
時
政
と
と
も
に
伊
豆
に

下
っ
て
喪
に
服
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
義
時
三

十
四
才
の
壮
年
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
。 

 

そ
し
て
喪
が
明
け
て
か
ら
は
頼
朝
の
幕
府
政
治

に
関
わ
り
、
つ
ね
に
頼
朝
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
三
年
間
は
鎌
倉

の
史
書
「
吾
妻
鏡
」
に
は
欠
落
し
て
は
っ
き
り
と
し

た
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

正
治
元
年
（1

1
9
9

）
正
月
十
三
日
鎌
倉
に
驚
愕
の

事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
将
軍
頼
朝
の
不
慮
の
死

で
あ
っ
た
。
そ
の
死
因
は
稲
毛
重
成
が
亡
き
妻
の
追

善
供
養
の
た
め
に
相
模
川
の
架
橋
落
成
に
臨
ん
だ

頼
朝
が
、
そ
の
帰
途
に
落
馬
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て

い
る
。
義
時
は
妹
の
冥
福
を
祈
る
儀
式
を
終
え
、
そ

し
て
そ
の
帰
途
に
不
慮
の
災
難
が
待
ち
構
え
た
と

は
、
御
家
人
の
間
に
も
大
き
な
動
揺
と
同
時
に
義
時

に
対
し
て
は
こ
れ
も
大
き
な
疑
惑
を
持
っ
た
と
い

う
。
頼
朝
の
落
馬
は
全
く
の
偶
然
の
出
来
事
で
あ
っ

た
が
、
ま
た
急
病
の
発
作
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
頼
朝
の
死
は
事
実
と
し
て
伝
わ
り
、
そ
の
後
の

鎌
倉
幕
府
政
治
に
は
一
大
転
換
期
が
訪
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
北
条
義
時
に
と
っ

て
も
、
そ
の
生
涯
の
上
で
、
ま
た
新
し
い
道
が
開
け

て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

（ 

つ
づ
く 

） 
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